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(57)【要約】
【課題】簡単な構造で組み立てが容易でありながらも、
十分な緩衝機能と被梱包物の固定機能とを併せ持った梱
包用緩衝部材を提供する。
【解決手段】梱包用緩衝部材１００は、底面部２に対し
てそれぞれ立ち曲げられて、それらの内側に収納空間を
形成する第１及び第２の側面部１ａ，５ａ，６ａと、第
２の側面部に対して折り曲げられて第１の側面部の内側
に配置される第３の側面部５ｂ，６ｂと、該第１の側面
部からの延長部として形成された第１のフラップ部１ｃ
と、第３の側面部からの延長部として形成され第２のフ
ラップ部５ｃ，６ｃとを有する。第１及び第２のフラッ
プ部はそれぞれ、第１及び第３の側面部に対して弾性的
に内側に折り曲げ可能であり、第３の側面部に対して折
り曲げられた第２のフラップ部は、第１の側面部とこれ
に対して折り曲げられた第１のフラップ部との間に配置
される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底面部と、
　該底面部に対してそれぞれ立ち曲げられて、それらの内側に被梱包物の収納空間を形成
する第１及び第２の側面部と、
　前記第２の側面部に対して折り曲げられて前記第１の側面部の内側に配置される第３の
側面部と、
　該第１及び第３の側面部からの延長部としてそれぞれ形成された第１及び第２のフラッ
プ部とを有し、
　前記第１及び第２のフラップ部はそれぞれ、前記第１及び第３の側面部に対して弾性的
に内側に折り曲げ可能であり、
　前記第３の側面部に対して折り曲げられた前記第２のフラップ部は、前記第１の側面部
とこれに対して折り曲げられた前記第１のフラップ部との間に配置されることを特徴とす
る梱包用緩衝部材。
【請求項２】
　前記第１のフラップ部の折り曲げ位置からの長さは、前記第１の側面部の前記底面部か
らの高さ以下であり、
　前記第２フラップ部の折り曲げ位置からの長さは、前記第２側面部の前記底面部からの
高さ以下であることを特徴とする請求項１に記載の梱包用緩衝部材。
【請求項３】
　前記第１及び第２のフラップ部は、該緩衝部材に対して被梱包物が収納されるときに、
該被梱包物によって押されて前記第１及び第３の側面部に対して折り曲げられることを特
徴とする請求項１又は２に記載の梱包用緩衝部材。
【請求項４】
　該緩衝部材は、段ボール紙により形成されていることを特徴とする請求項１から３のい
ずれか１つに記載の梱包用緩衝部材。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１つに記載の梱包用緩衝部材と、
　前記梱包用緩衝部材とともに被梱包物を収容する包装箱とを有することを特徴とする梱
包セット。
　　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、段ボール紙等により形成される梱包用緩衝部材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子機器等の製品を工場や倉庫から出荷する場合は、緩衝部材とともに包装箱に収納す
る。製品と包装箱との間に緩衝部材が介在することで、輸送時の振動や落下等の衝撃から
製品を保護できる。緩衝部材としては、ポリスチレンなどのプラスチック発泡材が用いら
れることが多い。
【０００３】
　但し、最近では、プラスチック発泡材に代えて、リサイクルが容易な段ボール紙等の紙
製の緩衝部材が用いられる傾向がある。
【０００４】
　紙製緩衝部材としては、平板状の段ボール紙に対して山折りと谷折りを交互に複数回ず
つ行って、蛇腹状の緩衝形状を持たせたものがある（特許文献１参照）。また、底面部の
両側から包装箱内に延びる延長部をそれぞれ１回折り曲げ、該延長部に弾性変形機能を与
えることで緩衝機能を得るものもある（特許文献２参照）。
【０００５】
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　さらに、包装箱内において、２枚の脚板により製品が載置される載置板が吊られた状態
で支持されるものがある（特許文献３参照）。
【特許文献１】特開平１０－２０３５２５号公報（段落００１０～００２０、図９等）
【特許文献２】特開２００２－３２１７２６号公報（段落０００６～００１７、図１０等
）
【特許文献３】特開２０００－３１８７６４号公報（段落００２０～００２９、図２等）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来の紙製緩衝部材は、構造が複雑であるにもかかわらず、その緩衝性
能がプラスチック発泡緩衝材と比べて不十分である。
【０００７】
　また、特に特許文献１にて開示された紙製緩衝部材は、緩衝部を形成するために多数回
山折りと谷折りを繰り返す必要がある等、組み立て作業性が悪く、緩衝部自体に収納され
た製品を適正位置に固定する機能がほとんどない。
【０００８】
　本発明は、簡単な構造で組み立てが容易でありながらも、十分な緩衝機能と被梱包物の
固定機能とを併せ持った梱包用緩衝部材を提供することを目的の１つとしている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一側面としての梱包用緩衝部材は、底面部と、該底面部に対してそれぞれ立ち
曲げられて、それらの内側に被梱包物の収納空間を形成する第１及び第２の側面部と、第
２の側面部に対して折り曲げられて第１の側面部の内側に配置される第３の側面部と、第
１及び第３の側面部からの延長部としてそれぞれ形成された第１及び第２のフラップ部と
を有する。そして、第１及び第２のフラップ部はそれぞれ、第１及び第３の側面部に対し
て弾性的に内側に折り曲げ可能であり、第３の側面部に対して折り曲げられた第２のフラ
ップ部は、第１の側面部とこれに対して折り曲げられた第１のフラップ部との間に配置さ
れることを特徴とする。
【００１０】
　また、上記緩衝部材と、これとともに被梱包物を収納する包装箱とを含む梱包セットも
本発明の他の側面を構成する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の緩衝部材では、第１のフラップ部がその弾性復元力によって被梱包物を付勢し
、さらに第２のフラップ部がその弾性復元力により第１のフラップ部を被梱包物側に付勢
する。この合わさった付勢力により、被梱包物に対する十分な固定効果と緩衝効果が得ら
れる。しかも、第１のフラップ部を第１の側面部に対して折り曲げることによって、第２
のフラップ部を第１のフラップ部により押して第３の側面部に対して折り曲げることがで
きる。さらに、両フラップ部を収納空間の上方に掛かるように予め折り曲げておけば、被
梱包物を収納空間に収納するときに、両フラップ部を被梱包物により押しながら該被梱包
物と第１及び第３の側面部との間に入り込ませるように折り曲げることができる。
【００１２】
　このように本発明によれば、構造が簡単であるとともに組み立てが容易であり、しかも
十分な緩衝機能と被梱包物の固定機能とを併せ持った梱包用緩衝部材を実現することがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の好ましい実施例について図面を参照しながら説明する。
【００１４】
　図１には、本発明の実施例である段ボール紙製緩衝部材１００を展開して示す。図１の
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説明においては、「上」、「下」、「左」、「右」とは、この図に示された向きでの上下
左右に対応する。
【００１５】
　緩衝部材１００は、１枚の段ボール紙により構成される。緩衝部材１００は、底面部２
と、これに折り曲げ線（図には一点鎖線で示す。他の折り曲げ線も同じ。）を介して上下
左右に連なる４つの側面部１ａ，３，５ａ，６ａとを有する。
【００１６】
　底面部２に対して上方に連なる第１の側面部１ａには、その上部において中間折り曲げ
部１ｂが折り曲げ線を介して連なり、さらに中間折り曲げ部１ｂには、その上部において
第１のフラップ部１ｃが折り曲げ線を介して連なっている。第１のフラップ部１ｃは、第
１の側面部１ａからの延長部として形成されている。
【００１７】
　また、底面部２に対して左右に連なる２つの第２の側面部５ａ，６ａには、その上部に
おいて折り曲げ線を介して第３の側面部５ｂ，６ｂがそれぞれ連なっている。さらに、左
側の第３の側面部５ｂには、その左側において第２のフラップ部５ｃが折り曲げ線を介し
て連なっている。一方、右側の第３の側面部６ｂには、その右側において第２のフラップ
部６ｃが折り曲げ線を介して連なっている。第２のフラップ部５ｃ，６ｃは、第３の側面
部５ｂ，６ｂからの延長部としてそれぞれ形成されている。
【００１８】
　なお、以下の説明において、左右の第２のフラップ部５ｃ，６ｃをそれぞれ、左フラッ
プ５ｃ及び右フラップ６ｃと称する。また、第１のフラップ部１ｃを内フラップ１ｃと称
する。
【００１９】
　底面部２に対して下方に連なる第４の側面部３には、その左右において第５の側面部４
ａ，４ｂが折り曲げ線を介して連なっている。
【００２０】
　図２には、図１に示した緩衝部材１００を組み立てた状態を示す。この図において、底
面部２に対して第１～第４の側面部１ａ，３，５ａ，６ａが垂直に立ち曲げられることに
より、それらの内側に被梱包物を収納するための空間（収納空間）Ｓが形成される。この
際、第３の側面部５ｂ，６ｂはそれぞれ、第２の側面部５ａ，６ａに対して内側にほぼ直
角に折り曲げられて第１の側面部１ａの内側に配置される。第２の側面部５ａ，６ａは、
第１の側面部１ａが内側に倒れ込まないように支える役割を有する。
【００２１】
　なお、ここにいう「内側」とは、底面部２及び第１～第４の側面部１ａ，３，５ａ，６
ａによって囲まれる収納空間Ｓ側という意味である。
【００２２】
　また、第３の側面部５ｂ，６ｂが第２の側面部５ａ，６ａに対して折り曲げられること
により、折り曲げ前の左フラップ５ａと右フラップ６ａも、内フラップ１ｃの内側に配置
される。
【００２３】
　この状態で、内フラップ１ｃを中間折り曲げ部１ｂとともに第１の側面部１ａに対して
弾性的に内側に折り曲げると、内フラップ１ｃによって左右フラップ５ｃ，６ｃが押され
て第３の側面部５ｂ，６ｂに対して弾性的に内側に折り曲げられる。このように、後述す
るように被梱包物に対する緩衝機能と固定機能とを有する内フラップ１ｃ及び左右フラッ
プ５ｃ，６ｃは、内フラップ１ｃに対して折り曲げ操作をするだけで、収納空間Ｓの内側
に配置される。収納空間Ｓの内側に折り曲げられた左右フラップ５ｃ，６ｃは、内フラッ
プ１ｃと第１の側面部１ａとの間に位置する。言い換えれば、内フラップ１ｃと左右フラ
ップ５ｃ，６ｃとが互いに重なった二重構成のフラップが形成される。
【００２４】
　そして、図３に示すように、収納空間Ｓ内に被梱包物２０１を収納した状態では、内フ
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ラップ１ｃは、その折り曲げ線回りの弾性復元力によって、被梱包物２０１を第４の側面
部３の方向（図のＡ方向）に付勢する。また、左右フラップ５ｃ，６ｃは、その折り曲げ
線回りの弾性復元力によって内フラップ１ｃを第４の側面部３の方向、すなわち被梱包物
側に付勢する。
【００２５】
　これにより、被梱包物２０１は、内フラップ１ｃ及び左右フラップ５ｃ，６ｃの合成付
勢力によって第４の側面部３に突き当てられ、その位置に固定される。すなわち、被梱包
物の十分な固定効果が得られる。
【００２６】
　また、振動や衝撃が加わった場合には、内フラップ１ｃ及び左右フラップ５ｃ，６ｃの
弾性によってこれらを吸収する。このため、十分な緩衝効果が得られる。
【００２７】
　なお、被梱包物に対して効果的に付勢力を作用させるために、内フラップ１ｃ及び左右
フラップ５ｃ，６ｃの下端が底面部２に接触せず、各フラップは固定されていない。
【００２８】
　図４には、本実施例における各フラップと側面部の寸法条件を示している。第１の側面
部１ａの長さ（高さ）Ｌ１ａと内フラップ１ｃの折り曲げ線（折り曲げ位置）からの長さ
Ｌ１ｃとの関係は、
　Ｌ１ａ≧Ｌ１ｃ
となる。
【００２９】
　また、第３の側面部５ｂ，６ｂの長さＬ５ｂと左右フラップ５ｃ，６ｃの折り曲げ線か
らの長さＬ５ｃとの関係は、
　Ｌ５ａ≧Ｌ５ｃ
となる。これにより内フラップ１ｃと左右フラップ５ｃ，６ｃは収納空間Ｓ内で固定され
ず、被梱包物の大きさや重さに応じて弾性変形し、その復元力によって被梱包物の固定効
果と緩衝効果とを発揮する。
【００３０】
　図５には、本実施例の緩衝部材１００を用いた被梱包物の梱包作業の様子を示している
。
【００３１】
　図５における上段の図に示すように、緩衝部材１００は、中間折り曲げ部１ｂと内フラ
ップ１ｃとが第１の側面部１ａに対してほぼ直角に折り曲げられて収納空間Ｓの上面に掛
かった状態となるように準備される。また、このとき、左右フラップ５ｃ，６ｃは、第３
の側面部５ｂ，６ｂに対してほぼ直角に折り曲げられて内フラップ１ｃの下方に位置する
。
【００３２】
　図５における中段の図に示すように、被梱包物２０１が上方から収納空間Ｓ内に挿入さ
れると、内フラップ１ｃが被梱包物２０１によって押し下げられて中間折り曲げ部１ｂ及
び第１の側面部１ａに対して収納空間Ｓ内に折り込まれる。また、このとき、左右フラッ
プ５ｃ，６ｃは、内フラップ１ｃにより押し下げられて第３の側面部５ｂ，６ｂに対して
さらに折り曲げられる。
【００３３】
　そして、図５における下段の図に示すように、被梱包物２０１が完全に収納空間Ｓ内に
収納されると、被梱包物２０１と第１の側面部１ａとの間に、内フラップ１ｃと左右フラ
ップ５ｃ，６ｃとが入り込んだ状態となる。
【００３４】
　このように、被梱包物２０１を収納する過程で、内フラップ１ｃと左右フラップ５ｃ，
６ｃとが折り曲げられ、被梱包物２０１に対して付勢力を付与する位置に移動する。した
がって、予め緩衝部材１００を図５における上段の図に示す形状まで組み立てておけば、
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あとは被梱包物２０１を収納空間Ｓに収納するだけで、緩衝部材１００による被梱包物２
０１に対する固定効果と緩衝効果とを得ることができる。つまり、本実施例の緩衝部材１
００を用いれば、従来に比べて梱包作業性を改善することができる。
【００３５】
　このようにして被梱包物２０１を収納した緩衝部材１００は、図５における下段の図に
一点鎖線で示す包装箱（外箱）４００内に収納され、出荷又は保管される。緩衝部材１０
０と包装箱４００により、梱包セットが構成される。
【００３６】
　図６は、従来のプラスチック製緩衝部材（プラスチック発泡材）を使用した梱包例を示
す。被梱包物２０１は、内箱１０１内に収納され、さらに内箱１０１の側面と被梱包物２
０１との間にプラスチック製緩衝部材３００が挿入される。被梱包物２０１を収納した内
箱は、不図示の包装箱内に収納される。このように、従来は、包装箱内に被梱包物を収納
するために、互いに別部材である内箱１０１とプラスチック製緩衝部材３００とが必要で
あった。
【００３７】
　これに対し、本実施例の緩衝部材１００は、内箱の機能と緩衝部材としての機能を併せ
持つ１つの部材として構成されているため、梱包作業性が良く、コスト的にも有利である
。
【００３８】
　また、図７には、従来の紙製緩衝部材の一例を示す。従来の紙製緩衝部材５００は、複
数の部品を貼り合わせたり組み合わせたりして製作され、構造が複雑であり、組み立て作
業性も悪かった。
【００３９】
　これに対し、本実施例の緩衝部材１００は、構造が単純で、かつ１つの部品で構成され
ているために組み立てが容易である。
【００４０】
　以上説明したように、本実施例の緩衝部材は、底面部に対して立ち曲げられた第１の側
面部の延長部と、同様に底面部に対して立ち曲げられた第２側面部に連なる第３の側面部
の延長部とを折り曲げて二重構成のフラップを形成する。そして、この二重構造のフラッ
プにおける合成付勢力（合成弾性復元力）によって、被梱包物に対する十分な固定効果と
緩衝効果とが得られる。
【００４１】
　さらに、二重構造のフラップは、収納される被梱包物によって押されて上記効果を得る
ために適正な状態まで折り曲げられる。このため、梱包作業を容易に行うことができる。
しかも、本実施例の緩衝部材は、１枚の段ボール紙により形成されているため、構造が単
純で組立作業性が良く、低コスト化も容易である。
【００４２】
　なお、本実施例では、緩衝部材を段ボール紙により形成する場合について説明したが、
本発明の緩衝部材は、リサイクルが可能で、適度な強度と折り曲げ加工性を有する素材で
あれば、段ボール紙に限らず使用することができる。
【００４３】
　また、本発明の緩衝部材の形状は、上記実施例にて説明したものに限らず、様々な変形
や変更が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の実施例である段ボール製緩衝部材の展開図。
【図２】実施例の緩衝部材の組み立て状態を示す斜視図。
【図３】実施例の緩衝部材に被梱包物を収納した状態を示す模式図。
【図４】実施例の緩衝部材におけるフラップと側面部との長さの関係を示す模式図。
【図５】実施例の緩衝部材を用いた梱包作業の様子を示す模式図。
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【図６】従来のプラスチック製緩衝部材を用いた被梱包物の収納例を示す模式図。
【図７】従来の紙製緩衝部材の例を示す斜視図。
【符号の説明】
【００４５】
　　１ａ　第１の側面部
　　１ｂ　中間折り曲げ部
　　１ｃ　内フラップ
　　２　底面部
　　３　第４の側面部
　５ａ，６ａ　第２の側面部
　　５ｂ，６ｂ　第３の側面部
　　５ｃ　左フラップ
　　６ｃ　右フラップ
　　１００　段ボール製緩衝部材
　　２０１　被梱包物
　　４００　包装箱
　　

【図１】
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【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】
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